
第１号様式（第６条関係）                     

  

平成 28年 2月 17日 

地域みんなでまちづくり会議活動報告書 

 

  地域みんなでまちづくり会議の内容について次のとおり報告します。 

地 区 名 第九小学校通学区域 報告者氏名 鈴木 浩 

開催日時 平成 28年 2月 16日（火）  午後 7時から午後 8 時 35 分まで 

会  場 中部地区会館 401大集会室 

参 加 者 
市長の出席（有・無） 市民 11名、地域担当職員 1名 

合計 12名（うち男性 10名 女性 2名） 

（議題等） 

開会 

議題 1 第九小学校通学区域の現場確認目的及びルートについて 

議題 2 その他 

閉会 

（結論（決定した方針、解決すべき課題、保留事項等）） 

 ・ 地域の危険箇所を把握するため、防犯・交通の観点から実踏を行う。 

・ 実踏は 5月 15日（日）午前 9時からとし、2班に分かれて危険箇所を見て回り、写真 

 や記録に残す。 

（会議の内容） 

開会 ・会長挨拶 

議題 1 第九小学校通学区域の現場確認目的及びルートについて 

    実踏に向けて、目的や方法について意見交換を行った。 

    ・ 地図を見ると、交通事故は細い道に多く、不審者は老人の集まる場所に多い。 

    ・ 交通事故や不審者対策は、地域の方々が見守ることが重要であり、この地図を地 

     域の方々に配布し、多くの方に危険箇所を認識してもらいたい。 

    ・ 110番ハウスの情報もあった方が良いのではないか。 

     ⇒ 110番ハウスは毎年変更になるので難しい。 

    ・ 学校では、4月、9月、1月に集団登校を行っており、それ以外はバラバラに登 

     校している。登校時は、8時過ぎの 10分くらいに集中しており、比較的見守りや 

     すい。下校時は時間帯がバラバラになるので心配であり、地域の方々に見守って 

     いただけるとありがたい。 

    ・ 通学路を知らないので、見守る場所がわからない。 

    ・ 日中見守れるのは高齢者が多く、このような情報を伝えればウォーキングルート 

     などに入れてくれるかもしれない。定期的に情報交換ができると良い。 

    ・ 見守りを行う際には、腕章などをしないと不審者に間違えられてしまう。 

    ・ 各団体や地域の方々に呼びかけ、協力していただける人を学校などに集めて顔 

     合わせができると良い。 



    ・ 実踏の方法や目的を決める必要がある。 

    ・ 子ども目線で見るなら、不審者が出やすい場所を中心に、平日の 15時頃に回る 

     と良いのではないか。 

    ・ 2～3班に分かれて回る方が効率的である。 

    ・ 危険箇所をどのように見分けるのか。 

    ・ 夜になると暗くなりそうなところや、人通りの少ない場所、死角になりやすい場 

     所などが危険である。実踏で不審者を発見するのは難しいので、場所を中心に見る 

     べきである。 

    ・ 場所を中心に見るのであれば、平日の昼間ではなく休日のほうが集まりやすい。 

     時間帯も、午前中の方が良いのではないか。 

    ・ グループに分かれ、期間を決めてその期間中に回ってもらうのはどうか。 

    ・ できれば最初は全員で回りたい。 

    ・ 実踏の際には、写真と記録を残すべきである。 

    ・ 実踏は、5月 15日（日）午前 9時に第九小学校集合でよいか。日産通りを境に 2  

     班に分かれて行う。 

    ・小雨決行、当日の緊急連絡先については、通知文の中に入れる。 

議題 2 その他 

    特になし。 

（次回予定） 

日  時   平成 28年 5月 15日（日） 午前 9時から 

会  場   市立第九小学校 集合 

議 題 等   第九小学校通学区域内危険箇所の実地踏査 

 

（地域担当職員） （協働推進課） （協働推進課処理欄） 

班員 副班長 班長 担当 主査 課長 

      

 

 


